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ＩＴＳとは、最先端の情報通信技術等を活用し、人と道路と車両を一体のシステムとして構築し、渋滞、交通事故、環
境悪化等道路交通問題の解決を図るシステム。「IT新改革戦略」（H18.1決定）において、世界一安全な道路交通社
会の実現のため、ITSのうち「安全運転支援システム」の実用化により、交通事故死傷者数等を削減することとしてい
る。

ＩＴＳ無線システム高度化の方向
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交通事故死者数の削減

700MHz帯を使った安全運転支援システムによる事故防止例

安全運転支援システムのイメージVICS
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注意喚起
優先道に接近車両あり！

注意喚起
接近バイクあり！

注意喚起
車の陰に接近車両あり！

右折

左折

参考



安全運転支援に関するＩＴＳの現状と動向
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ITS （高度道路交通システム）の目的
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交通事故死傷者数の現状

470～770MHz帯

アナログテレビ放送
デジタルテレビ放送

【現在の周波数利用状況】

デジタルテレビ放送
（13～52ch）

【デジタル化後】

携帯電話等

710～770MHz （2012年～）

715 725

730

770

ＩＴＳ（２０１２年７月から）

710

地デジ完了後のＩＴＳによる利用
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右折時/
左折時衝突

歩行者との衝突

安全運転支援システムの効果

見通し外でも情報が伝わる電波を使った
安全運転支援システムなどが有効

交通事故削減や渋滞解消、環境効率の向上といった道路交通
問題の解決を図るシステム

交通事故による死者数は減少傾向にあるが、5,000人を上回っている状況

交差点や見通しの悪い場所での交通事故の件数が８割を占める
認知エラーによる交通事故が７割を占める

2012年7月より、700MHz帯においてITSが利用可能となる



700MHz帯を用いた安全運転支援通信システムに関する検討事項

○ 「ITS無線システムの高度化に関する研究会」(H21.6報告書取りまとめ)において、700MHz帯を用いた安全運転支援
システムの利用イメージ、通信要件、技術課題等を整理。

○ 研究会での検討結果を踏まえ、情報通信審議会に対して、ITS無線システムの技術的条件について諮問。

住宅街などの見通しの悪い道路
での出会い頭衝突事故防止

安全運転支援システムの利用イメージの例

右折時に、右折待ちの対向車の
陰からくる直進車との衝突防止

車車･路車共用通信方式

路側機

路車間通信エリア

車車間通信

路車間通信
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隣接他システムとの共存条件

携帯電話基地局 携帯端末（端末送信）
ITS（車載器送信）

ITS（車載器受信）

干渉波

携帯電話とＩＴＳの干渉検討例(携帯電話→ITS)

ITS（車載器送信）
地上デジタルTV
放送（送信）

地上デジタルTV（受信）

干渉波

地デジ対応カーナビ（受信）

放送事業とＩＴＳの干渉検討例(ITS→TV受信端末)

検討すべき技術的条件

出会い頭衝突防止

右折時衝突防止

700MHz帯において車車間通信･路車間通信を同時に実現するための通信方式について検討
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ITSと隣接する放送業務及び電気通信業務との共存条件の検討

通信要件

国際協調
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